
特集  「対応」から「活用」へ 新・大学設置基準

　新
設
置
基
準
を
自
学
の
改
革
に
生
か

す
に
は
、
そ
の
趣
旨
や
背
景
を
正
し
く

捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
押
さ
え
る

べ
き
観
点
を
６
つ
挙
げ
て
み
ま
し
ょ

う
。

①
教
育
・
授
業
に
関
す
る
基
準
の
柔
軟

化

　
遠
隔
授
業
や
単
位
互
換
の
上
限
な

ど
、
多
く
の
制
限
が
特
例
に
よ
っ
て
緩

和
さ
れ
、
柔
軟
な
教
育
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
間
で

得
意
な
領
域
の
授
業
を
遠
隔
で
提
供
し

合
う
、
地
方
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行

か
な
く
て
も
都
市
部
の
大
学
に
通
え

る
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
で
も
授
業

を
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
可
能
性

が
広
が
り
ま
す
。

②
急
速
に
進
む
オ
ン
ラ
イ
ン
連
携
教
育

国
内
他
大
学
や
海
外
大
学
の
遠
隔
授
業

を
相
互
に
受
講
し
、
卒
業
単
位
と
し
て

認
定
す
る
取
り
組
み
、
対
面
と
遠
隔
か

ら
学
生
が
受
講
形
態
を
選
べ
る
ハ
イ
フ

レ
ッ
ク
ス
型
授
業
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
新
た
な
教
育
の
流
れ
が
加

速
。
工
夫
次
第
で
教
育
の
充
実
、
特
色

化
が
期
待
で
き
ま
す
。
教
員
や
学
生
の

移
動
も
最
小
限
に
で
き
、
経
費
や
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

③
特
例
制
度
の
導
入

　
教
育
の
自
由
度

を
高
め
る
特
例
制
度
の
導
入
は
、
将
来

的
な
設
置
基
準
の
見
直
し
を
見
据
え
た

実
証
実
験
の
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

国
は
、認
定
審
査
は
厳
し
く
し
過
ぎ
ず
、

「
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
が
、
実
施

に
一
定
の
質
を
求
め
る
」
制
度
を
め
ざ

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
改
革
の
推
進
や

特
色
化
に
、
大
い
に
活
用
す
べ
き
で

し
ょ
う
。

④
基
幹
教
員
制
度
の
新
設

　
企
業
人
や

他
大
学
の
教
員
を
在
籍
の
ま
ま
自
学
の

教
員
に
登
用
で
き
る
こ
の
制
度
に
は
、

文
理
融
合
・
分
野
横
断
型
の
教
育
、Ａ

Ｉ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
新
た

な
分
野
の
人
材
育
成
な
ど
を
行
い
や
す

く
す
る
狙
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。
既
設

の
学
部
で
も
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
実
践
的
教
育
が
可
能
に
な
り
、
学
部

再
編
や
特
色
の
強
化
が
で
き
ま
す
。

⑤
認
証
評
価
制
度
や
情
報
公
表
制
度
の

見
直
し

　
認
証
評
価
は
内
部
質
保
証
重

視
と
な
り
、
学
修
成
果
の
把
握
・
評
価

の
充
実
、
自
己
評
価
結
果
に
よ
る
改
善

活
動
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。
情
報
公

表
で
は
強
み
、
特
色
の
積
極
的
な
発
信

が
重
視
さ
れ
、
学
修
成
果
、
教
育
成
果

な
ど
、
教
育
の
形
だ
け
で
は
な
く
中
身

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
職
員
の
教
育
へ
の
組
織
的
参
画
、
教

員
・
職
員
の
連
携

　
長
年
、
職
員
が
教

育
に
口
を
出
す
行
為
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
法
令
上
、
教
育
は
教

職
協
働
で
行
う
べ
き
と
明
記
さ
れ
る
歴

史
的
変
化
が
起
き
ま
し
た
。
教
員
と
職

員
が
連
携
し
て
教
育
の
充
実
を
進
め
る

力
を
育
成
す
る
、
教
職
一
体
型
Ｓ
Ｄ
が

あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
【
左

ペ
ー
ジ
図
表
】。

　以
上
６
つ
の
観
点
を
核
と
す
る
今
回

の
基
準
改
正
は
、
改
革
の
自
由
度
を
高

め
る
も
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
改

革
で
き
る
力
が
あ
る
大
学
は
発
展
し
、

で
き
な
い
大
学
は
淘
汰
さ
れ
る
厳
し
い

時
代
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
い
う
見
方

も
で
き
ま
す
。「
大
学
発
展
の
条
件
は

つ
く
っ
た
。
あ
と
は
各
大
学
の
力
で
乗

り
切
れ
」
と
い
う
国
か
ら
の
通
告
と
も

取
れ
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
政
策

誘
導
に
追
随
す
る
だ
け
が
生
き
残
り
の

手
段
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
改
正
を

生
か
し
、
自
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る
た
め
の
中
期
計
画
に
、
斬
新
な
改

革
を
盛
り
込
め
る
か
ど
う
か
、
そ
の
力

量
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　発
展
と
淘
汰
の
岐
路
に
立
つ
大
学
の

未
来
は
、
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ

ず
、
改
革
の
種
を
中
期
計
画
に
組
み
込

み
、
持
続
的
に
前
進
さ
せ
ら
れ
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
策
定

に
は
３
つ
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　第
１
は
、
自
学
が
め
ざ
す
方
向
を
示

す
旗
印
と
な
り
、
全
学
一
致
の
空
気
を

生
み
出
す
点
で
す
。
ベ
ク
ト
ル
の
一
致

な
し
に
は
、
改
革
に
構
成
員
の
力
を
集

中
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　第
２
は
、
自
学
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
確
立

に
向
け
た
総
合
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

し
て
の
意
義
で
す
。
教
育
・
研
究
成
果

や
社
会
的
評
価
の
形
成
は
、
単
年
度
、

単
発
の
施
策
で
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　第
３
は
、
政
策
の
重
点
を
明
確
化
す

る
役
割
で
す
。
右
肩
下
が
り
の
限
ら
れ

た
財
政
構
造
の
中
で
は
、
資
源
の
「
選

択
と
集
中
」
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
す
。

　中
期
計
画
に
実
効
性
を
も
た
ら
す
に

は
、
ま
ず
、
計
画
の
内
容
を
学
内
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
。
詳
細
を
記
し
た
も
の

と
は
別
に
、
目
標
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
、
担
当
組
織
な
ど
を
箇
条
書
き
や
図

に
ま
と
め
た
１
枚
の
シ
ー
ト
を
作
成
す

る
と
、
教
職
員
の
理
解
が
進
み
ま
す
。

次
に
、
痛
み
を
恐
れ
な
い
こ
と
。
め
ざ

す
大
学
像
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
過
程

で
は
、
前
例
が
覆
さ
れ
、
既
得
権
が
な

く
な
り
、
負
担
が
増
え
る
場
面
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
抵
抗
や
反
対
も
付
い

て
回
り
ま
す
。
そ
こ
に
ひ
る
ん
で
、
議

論
の
度
に
角
が
取
れ
る
利
害
調
整
型
の

改
革
に
収
ま
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
大
き

な
発
展
は
望
め
ま
せ
ん
。
最
後
に
、
重

点
政
策
へ
の
人
、
物
、
金
の
集
中
投
下

で
す
。
今
日
、
全
て
の
分
野
に
十
分
な

資
源
を
投
じ
ら
れ
る
大
学
は
少
な
い
で

し
ょ
う
。
あ
る
分
野
で
成
果
を
生
む
に

は
、
廃
止
・
縮
小
す
る
分
野
を
明
確
に

す
る
決
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
批
判
や

抵
抗
は
免
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
こ
そ

経
営
幹
部
の
責
務
が
あ
り
、
そ
の
真
価

が
問
わ
れ
ま
す
。

P.
12
〜
15
の
４
大
学
に
は
、
い
ず

れ
も
設
置
基
準
の
改
正
を
発
展
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
る
意
思
が
あ
り
、
他
大
学

に
も
勇
気
を
与
え
る
は
ず
で
す
。

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は
、
新
設

予
定
の
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
学
部
で

基
幹
教
員
制
度
を
大
い
に
活
用
し
、
企

業
で
活
躍
す
る
教
員
が
受
け
持
つ
実
践

的
な
教
育
を
強
み
に
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
現
場
の
最
前
線
に
い
る
実
務
担

当
者
や
研
究
者
を
そ
の
ま
ま
教
壇
に
招

く
手
法
は
、
学
生
の
就
業
力
育
成
や
募

集
広
報
に
お
け
る
今
後
の
ト
レ
ン
ド
と

な
る
で
し
ょ
う
。

神
田
外
語
大
学
も
同
様
に
、
実
社
会

と
大
学
教
育
を
結
び
つ
け
、
学
生
の
実

力
、
特
に
就
業
力
を
育
て
る
取
り
組
み

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
新
設
置
基
準
に

よ
っ
て
新
た
に
可
能
に
な
っ
た
取
り
組

み
を
、
設
置
構
想
中
の
国
際
経
営
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
（
仮
称
）
を
は
じ

め
、
多
様
な
局
面
で
採
り
入
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

開
志
専
門
職
大
学
は
、
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
の
推
進

に
熱
心
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け

に
企
業
内
実
習
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
導
入

し
た
ほ
か
、
斬
新
な
２
学
部
合
同
の
学

部
融
合
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
構
築
中
と

の
こ
と
。
設
置
基
準
改
正
を
は
じ
め
と

す
る
規
制
緩
和
を
、
先
端
分
野
で
創
造

的
に
利
用
す
る
発
想
こ
そ
が
、
他
大
学

に
な
い
特
色
あ
る
教
育
の
実
現
に
つ
な

が
り
ま
す
。

大
阪
電
気
通
信
大
学
は
、
教
育
の
特

色
で
あ
る
「
社
会
と
の
往
還
」
を
、
新

設
置
基
準
に
よ
り
急
進
さ
せ
る
意
向
の

よ
う
で
す
。
法
改
正
を
深
く
分
析
し
、

使
え
る
と
こ
ろ
は
全
て
使
っ
て
い
こ
う

と
い
う
攻
め
の
姿
勢
は
、
今
後
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
募
集
環
境
を
切
り
開
く

最
大
の
力
に
な
り
ま
す
。

　今
回
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
４
大
学
に

は
、
自
学
の
教
育
の
強
み
を
光
ら
せ
る

活
用
へ
の
意
思
が
見
ら
れ
ま
す
。
多
く

の
大
学
で
、
教
職
一
体
の
組
織
を
編
制

し
、
自
学
の
発
展
に
向
け
て
改
革
を
着

実
に
推
進
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

新
設
置
基
準
の
要
諦
を

６
つ
の
観
点
か
ら
読
み
解
く

改
正
を
生
か
し
た
改
革
は

中
期
計
画
の
実
質
化
か
ら
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＊On the Job Developmentの略。実務を通した人材育成。育成対象者は、高い業務目標を掲げ、主体的に挑戦する

改革を推進する教職一体型ＳＤの研修体系

新・設置基準 の捉え方・生かし方

（１）人材育成目標と研修方針の明確化
研修の第一歩として、人材育成目標の達成、教育の質向上が大学の最重
点課題であることを全学に共有する。前提として、人材育成目標は、中期計
画、事業計画、教育方針、研修方針に明記しておく。

（２）改革の実践（ＯＪＤ＊）をＳＤの中核に
実際に改革に携わる取り組みそのものを研修の中核とする。自身の業務の
中から改革課題を見つけ出して解決策を企画、提案し、実施をマネジメントす
る。これらのプロセスの中に、調査、分析、学習などの研修計画を組み込む。

（３）体系的研修制度の確立
（２）の実践的研修の整備と並び、知識面の研修を体系化する。自学の基
礎知識（戦略、組織運営、財政、教学）、大学制度の知識（運営の基礎、法
制度、高等教育行政）のほか、教員は大学に関わる専門知識、職員は分掌
業務の専門知識（資格、学位、経験を含む）を習得する。

（４）教職協働のチームを組織する
教職一体型の改革行動を根付かせるために、⑵の実践的研修では、教職
混成のプロジェクトチームやワーキンググループを積極的に組織する。学部
や課の縦割り型運営からの脱却、現場発で課題解決を行う文化の形成、メ
ンバーの視野の拡大などが期待できる。

（５）評価・改善システムの整備
改革方針を組織目標、個人目標にブレークダウンしたうえで、達成度を評価
するシステム（目標管理制度、人事考課制度、教育評価・教員評価制度な
ど）を整備する。評価の結果、問題点があれば改善するしくみも必要。

しのだみちお●1972年愛知大
学卒業。日本福祉大学で総務部
長、事務局長、常任理事、学園参
与を歴任。桜美林大学、大正大
学で教職も務める。２０１２～２０１
９年文部科学省学校法人運営
調査委員、２０１５～２０１７年中央
教育審議会大学教育部会委員、
２０１７～２０１９年中央教育審議
会制度・教育改革ＷＧ委員。著
書に『大学改革の処方箋』など。

篠田 道夫

桜美林大学大学院
元大学アドミニストレーション
研究科 教授

４大学の
見解を
受けて

使
え
る
も
の
は
全
て
使
う

攻
め
の
姿
勢
が
前
進
力
に

大
学
運
営
の
プ
ロ
に
聞
く
！

新
基
準
の
読
み
解
き
方

教育研究実施組織において、教職一体で教育改革を推進するには、
力量向上を図るSD研修が必要だ。その重要な柱を紹介する。

発
展
と
淘
汰
の
岐
路
に
立
つ
今
、

   
中
期
計
画
と
の
連
動
を

発
展
と
淘
汰
の
岐
路
に
立
つ
今
、

大
学
の
職
員
・
教
員
の
両
方
の
経
歴
を
持
ち
、中
教
審
の
委
員
を
歴
任
し
た
篠
田
氏
に
、

新
基
準
を
中
期
計
画
に
生
か
し
、教
職
一
体
で
改
革
を
進
め
る
術
を
聞
く
。
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特集  「対応」から「活用」へ 新・大学設置基準

　新
設
置
基
準
を
自
学
の
改
革
に
生
か

す
に
は
、
そ
の
趣
旨
や
背
景
を
正
し
く

捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
押
さ
え
る

べ
き
観
点
を
６
つ
挙
げ
て
み
ま
し
ょ

う
。

①
教
育
・
授
業
に
関
す
る
基
準
の
柔
軟

化

　
遠
隔
授
業
や
単
位
互
換
の
上
限
な

ど
、
多
く
の
制
限
が
特
例
に
よ
っ
て
緩

和
さ
れ
、
柔
軟
な
教
育
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
間
で

得
意
な
領
域
の
授
業
を
遠
隔
で
提
供
し

合
う
、
地
方
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行

か
な
く
て
も
都
市
部
の
大
学
に
通
え

る
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
で
も
授
業

を
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
新
た
な
可
能
性

が
広
が
り
ま
す
。

②
急
速
に
進
む
オ
ン
ラ
イ
ン
連
携
教
育

国
内
他
大
学
や
海
外
大
学
の
遠
隔
授
業

を
相
互
に
受
講
し
、
卒
業
単
位
と
し
て

認
定
す
る
取
り
組
み
、
対
面
と
遠
隔
か

ら
学
生
が
受
講
形
態
を
選
べ
る
ハ
イ
フ

レ
ッ
ク
ス
型
授
業
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
新
た
な
教
育
の
流
れ
が
加

速
。
工
夫
次
第
で
教
育
の
充
実
、
特
色

化
が
期
待
で
き
ま
す
。
教
員
や
学
生
の

移
動
も
最
小
限
に
で
き
、
経
費
や
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

③
特
例
制
度
の
導
入

　
教
育
の
自
由
度

を
高
め
る
特
例
制
度
の
導
入
は
、
将
来

的
な
設
置
基
準
の
見
直
し
を
見
据
え
た

実
証
実
験
の
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

国
は
、認
定
審
査
は
厳
し
く
し
過
ぎ
ず
、

「
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
が
、
実
施

に
一
定
の
質
を
求
め
る
」
制
度
を
め
ざ

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
改
革
の
推
進
や

特
色
化
に
、
大
い
に
活
用
す
べ
き
で

し
ょ
う
。

④
基
幹
教
員
制
度
の
新
設

　
企
業
人
や

他
大
学
の
教
員
を
在
籍
の
ま
ま
自
学
の

教
員
に
登
用
で
き
る
こ
の
制
度
に
は
、

文
理
融
合
・
分
野
横
断
型
の
教
育
、Ａ

Ｉ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
新
た

な
分
野
の
人
材
育
成
な
ど
を
行
い
や
す

く
す
る
狙
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。
既
設

の
学
部
で
も
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
実
践
的
教
育
が
可
能
に
な
り
、
学
部

再
編
や
特
色
の
強
化
が
で
き
ま
す
。

⑤
認
証
評
価
制
度
や
情
報
公
表
制
度
の

見
直
し

　
認
証
評
価
は
内
部
質
保
証
重

視
と
な
り
、
学
修
成
果
の
把
握
・
評
価

の
充
実
、
自
己
評
価
結
果
に
よ
る
改
善

活
動
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。
情
報
公

表
で
は
強
み
、
特
色
の
積
極
的
な
発
信

が
重
視
さ
れ
、
学
修
成
果
、
教
育
成
果

な
ど
、
教
育
の
形
だ
け
で
は
な
く
中
身

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
職
員
の
教
育
へ
の
組
織
的
参
画
、
教

員
・
職
員
の
連
携

　
長
年
、
職
員
が
教

育
に
口
を
出
す
行
為
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
法
令
上
、
教
育
は
教

職
協
働
で
行
う
べ
き
と
明
記
さ
れ
る
歴

史
的
変
化
が
起
き
ま
し
た
。
教
員
と
職

員
が
連
携
し
て
教
育
の
充
実
を
進
め
る

力
を
育
成
す
る
、
教
職
一
体
型
Ｓ
Ｄ
が

あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
【
左

ペ
ー
ジ
図
表
】。

　以
上
６
つ
の
観
点
を
核
と
す
る
今
回

の
基
準
改
正
は
、
改
革
の
自
由
度
を
高

め
る
も
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
改

革
で
き
る
力
が
あ
る
大
学
は
発
展
し
、

で
き
な
い
大
学
は
淘
汰
さ
れ
る
厳
し
い

時
代
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
い
う
見
方

も
で
き
ま
す
。「
大
学
発
展
の
条
件
は

つ
く
っ
た
。
あ
と
は
各
大
学
の
力
で
乗

り
切
れ
」
と
い
う
国
か
ら
の
通
告
と
も

取
れ
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
政
策

誘
導
に
追
随
す
る
だ
け
が
生
き
残
り
の

手
段
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
改
正
を

生
か
し
、
自
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る
た
め
の
中
期
計
画
に
、
斬
新
な
改

革
を
盛
り
込
め
る
か
ど
う
か
、
そ
の
力

量
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　発
展
と
淘
汰
の
岐
路
に
立
つ
大
学
の

未
来
は
、
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ

ず
、
改
革
の
種
を
中
期
計
画
に
組
み
込

み
、
持
続
的
に
前
進
さ
せ
ら
れ
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
策
定

に
は
３
つ
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　第
１
は
、
自
学
が
め
ざ
す
方
向
を
示

す
旗
印
と
な
り
、
全
学
一
致
の
空
気
を

生
み
出
す
点
で
す
。
ベ
ク
ト
ル
の
一
致

な
し
に
は
、
改
革
に
構
成
員
の
力
を
集

中
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　第
２
は
、
自
学
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
確
立

に
向
け
た
総
合
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

し
て
の
意
義
で
す
。
教
育
・
研
究
成
果

や
社
会
的
評
価
の
形
成
は
、
単
年
度
、

単
発
の
施
策
で
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　第
３
は
、
政
策
の
重
点
を
明
確
化
す

る
役
割
で
す
。
右
肩
下
が
り
の
限
ら
れ

た
財
政
構
造
の
中
で
は
、
資
源
の
「
選

択
と
集
中
」
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
す
。

　中
期
計
画
に
実
効
性
を
も
た
ら
す
に

は
、
ま
ず
、
計
画
の
内
容
を
学
内
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
。
詳
細
を
記
し
た
も
の

と
は
別
に
、
目
標
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
、
担
当
組
織
な
ど
を
箇
条
書
き
や
図

に
ま
と
め
た
１
枚
の
シ
ー
ト
を
作
成
す

る
と
、
教
職
員
の
理
解
が
進
み
ま
す
。

次
に
、
痛
み
を
恐
れ
な
い
こ
と
。
め
ざ

す
大
学
像
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
過
程

で
は
、
前
例
が
覆
さ
れ
、
既
得
権
が
な

く
な
り
、
負
担
が
増
え
る
場
面
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
抵
抗
や
反
対
も
付
い

て
回
り
ま
す
。
そ
こ
に
ひ
る
ん
で
、
議

論
の
度
に
角
が
取
れ
る
利
害
調
整
型
の

改
革
に
収
ま
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
大
き

な
発
展
は
望
め
ま
せ
ん
。
最
後
に
、
重

点
政
策
へ
の
人
、
物
、
金
の
集
中
投
下

で
す
。
今
日
、
全
て
の
分
野
に
十
分
な

資
源
を
投
じ
ら
れ
る
大
学
は
少
な
い
で

し
ょ
う
。
あ
る
分
野
で
成
果
を
生
む
に

は
、
廃
止
・
縮
小
す
る
分
野
を
明
確
に

す
る
決
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
批
判
や

抵
抗
は
免
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
こ
そ

経
営
幹
部
の
責
務
が
あ
り
、
そ
の
真
価

が
問
わ
れ
ま
す
。

P.
12
〜
15
の
４
大
学
に
は
、
い
ず

れ
も
設
置
基
準
の
改
正
を
発
展
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
る
意
思
が
あ
り
、
他
大
学

に
も
勇
気
を
与
え
る
は
ず
で
す
。

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は
、
新
設

予
定
の
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
学
部
で

基
幹
教
員
制
度
を
大
い
に
活
用
し
、
企

業
で
活
躍
す
る
教
員
が
受
け
持
つ
実
践

的
な
教
育
を
強
み
に
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
現
場
の
最
前
線
に
い
る
実
務
担

当
者
や
研
究
者
を
そ
の
ま
ま
教
壇
に
招

く
手
法
は
、
学
生
の
就
業
力
育
成
や
募

集
広
報
に
お
け
る
今
後
の
ト
レ
ン
ド
と

な
る
で
し
ょ
う
。

神
田
外
語
大
学
も
同
様
に
、
実
社
会

と
大
学
教
育
を
結
び
つ
け
、
学
生
の
実

力
、
特
に
就
業
力
を
育
て
る
取
り
組
み

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
新
設
置
基
準
に

よ
っ
て
新
た
に
可
能
に
な
っ
た
取
り
組

み
を
、
設
置
構
想
中
の
国
際
経
営
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
（
仮
称
）
を
は
じ

め
、
多
様
な
局
面
で
採
り
入
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

開
志
専
門
職
大
学
は
、
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
の
推
進

に
熱
心
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け

に
企
業
内
実
習
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
導
入

し
た
ほ
か
、
斬
新
な
２
学
部
合
同
の
学

部
融
合
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
構
築
中
と

の
こ
と
。
設
置
基
準
改
正
を
は
じ
め
と

す
る
規
制
緩
和
を
、
先
端
分
野
で
創
造

的
に
利
用
す
る
発
想
こ
そ
が
、
他
大
学

に
な
い
特
色
あ
る
教
育
の
実
現
に
つ
な

が
り
ま
す
。

大
阪
電
気
通
信
大
学
は
、
教
育
の
特

色
で
あ
る
「
社
会
と
の
往
還
」
を
、
新

設
置
基
準
に
よ
り
急
進
さ
せ
る
意
向
の

よ
う
で
す
。
法
改
正
を
深
く
分
析
し
、

使
え
る
と
こ
ろ
は
全
て
使
っ
て
い
こ
う

と
い
う
攻
め
の
姿
勢
は
、
今
後
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
募
集
環
境
を
切
り
開
く

最
大
の
力
に
な
り
ま
す
。

　今
回
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
４
大
学
に

は
、
自
学
の
教
育
の
強
み
を
光
ら
せ
る

活
用
へ
の
意
思
が
見
ら
れ
ま
す
。
多
く

の
大
学
で
、
教
職
一
体
の
組
織
を
編
制

し
、
自
学
の
発
展
に
向
け
て
改
革
を
着

実
に
推
進
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

新
設
置
基
準
の
要
諦
を

６
つ
の
観
点
か
ら
読
み
解
く

改
正
を
生
か
し
た
改
革
は

中
期
計
画
の
実
質
化
か
ら
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＊On the Job Developmentの略。実務を通した人材育成。育成対象者は、高い業務目標を掲げ、主体的に挑戦する

改革を推進する教職一体型ＳＤの研修体系

新・設置基準 の捉え方・生かし方

（１）人材育成目標と研修方針の明確化
研修の第一歩として、人材育成目標の達成、教育の質向上が大学の最重
点課題であることを全学に共有する。前提として、人材育成目標は、中期計
画、事業計画、教育方針、研修方針に明記しておく。

（２）改革の実践（ＯＪＤ＊）をＳＤの中核に
実際に改革に携わる取り組みそのものを研修の中核とする。自身の業務の
中から改革課題を見つけ出して解決策を企画、提案し、実施をマネジメントす
る。これらのプロセスの中に、調査、分析、学習などの研修計画を組み込む。

（３）体系的研修制度の確立
（２）の実践的研修の整備と並び、知識面の研修を体系化する。自学の基
礎知識（戦略、組織運営、財政、教学）、大学制度の知識（運営の基礎、法
制度、高等教育行政）のほか、教員は大学に関わる専門知識、職員は分掌
業務の専門知識（資格、学位、経験を含む）を習得する。

（４）教職協働のチームを組織する
教職一体型の改革行動を根付かせるために、⑵の実践的研修では、教職
混成のプロジェクトチームやワーキンググループを積極的に組織する。学部
や課の縦割り型運営からの脱却、現場発で課題解決を行う文化の形成、メ
ンバーの視野の拡大などが期待できる。

（５）評価・改善システムの整備
改革方針を組織目標、個人目標にブレークダウンしたうえで、達成度を評価
するシステム（目標管理制度、人事考課制度、教育評価・教員評価制度な
ど）を整備する。評価の結果、問題点があれば改善するしくみも必要。

しのだみちお●1972年愛知大
学卒業。日本福祉大学で総務部
長、事務局長、常任理事、学園参
与を歴任。桜美林大学、大正大
学で教職も務める。２０１２～２０１
９年文部科学省学校法人運営
調査委員、２０１５～２０１７年中央
教育審議会大学教育部会委員、
２０１７～２０１９年中央教育審議
会制度・教育改革ＷＧ委員。著
書に『大学改革の処方箋』など。

篠田 道夫

桜美林大学大学院
元大学アドミニストレーション
研究科 教授

４大学の
見解を
受けて

使
え
る
も
の
は
全
て
使
う

攻
め
の
姿
勢
が
前
進
力
に

大
学
運
営
の
プ
ロ
に
聞
く
！

新
基
準
の
読
み
解
き
方

教育研究実施組織において、教職一体で教育改革を推進するには、
力量向上を図るSD研修が必要だ。その重要な柱を紹介する。

発
展
と
淘
汰
の
岐
路
に
立
つ
今
、

   
中
期
計
画
と
の
連
動
を

大
学
の
職
員
・
教
員
の
両
方
の
経
歴
を
持
ち
、中
教
審
の
委
員
を
歴
任
し
た
篠
田
氏
に
、

新
基
準
を
中
期
計
画
に
生
か
し
、教
職
一
体
で
改
革
を
進
め
る
術
を
聞
く
。
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